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2010年 6月 16日 

 

持続可能な発展と国際開発協力（10） 

 

1．国際開発援助の歴史と制度 

（１）開発援助戦略 

1945 Marshall Plan: European Recovery Program  

1950s・1960s Big push 

1970s・1980s BHN: Basic Human Needs Approach, Washington Consensus 

1989 End of Cold War 

1990s  Aid fatigue, New direction of aid  →  Social development, Human development, 

Sustainable development,  

Capacity Development, 

                                             Human security,                      

World Bank; CDF → PRSP 

2000  MDGs 

2003  Rome Declaration：Aid Harmonization, 

2005  Paris Declaration： Aid Effectiveness 

 

（２）世界の国際開発協力制度の形成 

 

（３）日本の国際開発協力制度の形成 

１）敗戦後の日本：被援助国からの出発 

２）日本の開発援助の始まり 

３）日本の開発援助理念 
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３．講義日程 

第 1部 持続可能な発展（SD）の概念と理論 

1. ガイダンス：持続可能な発展とは？ 4/07 

2. 開発と環境：環境クズネッツ曲線 4/14 

3 持続可能性の理論 4/21、4/28（MSY・MEY）、5/12（コモンズ） 

4. 持続可能な発展の指標 5/19  

第 2部 途上国の開発政策と持続可能な発展 

5. 途上国の貧困と開発 5/19  

6. 途上国の開発政策 5/26 

7. 途上国の開発と環境 6/02 

第 3部 国際開発援助と持続可能な発展 

8. 国際開発援助の歴史と制度 6/09 

9-10. 開発援助政策の理論と評価 6/16 

11-12. 開発援助と地球環境問題 6/23（休講予定）、6/30 

第 4部 新たな開発戦略 

13-14. グローバル・サステイナビリティと国際開発協力 7/07、7/14 

15. まとめと試験 7/21、7/28（補講予定） 


